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登 山 計 画 書 を 出 し ま し ょ う

　

第
五
七
回
自
然
保
護
研
修
会
は

三
年
前
に
横
越
公
民
館
で
初
め
て

開
催
し
て
以
来
、
今
回
で
二
度

目
、
会
場
も
ア
オ
ー
レ
長
岡
の
素

晴
ら
し
い
ホ
ー
ル
で
関
係
者
の
尽

力
で
開
催
出
来
ま
し
た
。
ア
オ
ー

レ
の
名
は
「
又
あ
お
う
で
」
と
い

う
意
味
ら
し
く
何
か
ら
取
っ
た
名

前
な
の
か
疑
問
で
し
た
。
会
場
に

は
何
と
か
八
時
半
に
は
到
着
、
既

に
早
い
人
達
は
写
真
展
の
啓
示
パ

ネ
ル
の
準
備
に
係
り
会
場
設
定
と

十
時
か
ら
は
県
山
協
理
事
会
も
控

え
て
い
る
の
で
次
々
に
来
た
人
達

に
手
伝
っ
て
貰
い
出
展
し
た
力
作

品
を
啓
示
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
理
事
会
も
予
定
時
刻
開
催
と

な
り
日
山
協
報
告
事
項
や
個
人
会

員
加
入
問
題
な
ど
協
議
さ
れ
て
最

後
に
新
潟
楽
山
会
が
妙
義
山
の
滑

落
事
故
報
告
が
有
り
ま
し
た
。
さ

て
午
後
か
ら
は
講
演
会
の
司
会
を

し
な
く
て
は
と
思
い
既
に
受
付
は

越
稜
山
岳
会
の
山
田
さ
ん
見
附
山

岳
会
井
口
さ
ん
御
夫
婦
と
長
岡
ハ

イ
ク
高
橋
さ
ん
新
潟
山
岳
会
鈴
木

さ
ん
に
お
願
い
し
て
先
ず
は
腹
ご

し
ら
え
を
駅
前
の
ラ
ー
メ
ン
店
で

生
姜
醤
油
味
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ

る
。
青
島
有
名
店
も
在
る
ら
し
い

が
、
そ
こ
え
海
外
委
員
長
の
小
林

さ
ん
ら
三
名
の
方
が
来
店
、
一
足

先
に
会
場
へ
伊
藤
委
員
長
と
司
会

の
打
合
せ
や
受
付
状
況
な
ど
見
て

廻
っ
た
が
開
演
前
の
緊
張
感
が

漂
っ
て
来
た
。
事
前
の
申
込
は

七
十
三
名
で
一
般
の
参
加
者
は
予

想
付
か
な
い
が
十
五
名
の
参
加
が

あ
っ
た
新
潟
市
、
弥
彦
村
よ
り
二

名
で
殆
ど
長
岡
市
で
あ
っ
た
し
会

員
も
当
日
参
加
や
欠
席
変
更
な

ど
が
あ
る
が
参
加
費
受
付
数
で

七
十
五
名
も
有
り
経
費
的
に
は
何

と
か
賄
え
た
の
で
ホ
ッ
と
し
ま
し

た
。

　

定
刻
一
時
に
遠
藤
理
事
長
の
開

会
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
。
国
際
自

然
環
境
ア
ウ
ト
ド
ア
専
門
学
校
主

任
講
師
の
長
野
康
之
さ
ん
「
日
本

の
北
限
で
生
息
す
る
火
打
山
の
ラ

イ
チ
ョ
ウ
に
つ
い
て
」
の
調
査
報

告
を
ス
ラ
イ
ド
で
解
説
し
て
頂
き

北
半
球
の
北
部
で
広
く
分
布
し
て

い
て
日
本
で
は
最
南
限
の
集
団
で

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
る
固
体
数
は
二
十
年
以
上
前
に

お
よ
そ
三
千
羽
と
推
定
さ
れ
て
い

る
が
最
新
の
調
査
で
は
お
よ
そ

千
八
百
羽
と
推
定
さ
れ
る
が
こ
の

二
十
年
余
り
で
個
体
数
が
四
十
％

激
減
し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
ま
ま

減
少
が
続
け
ば
日
本
の
ラ
イ
チ
ョ

ウ
が
危
う
く
絶
滅
危
惧
種
Ｂ
ラ
ン

ク
に
な
る
。

　

日
本
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
最
終

氷
河
期
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
か

ら
移
り
住
み
現
在
は
火
打

山
、
北
ア
ル
プ
ス
、
乗
鞍

岳
、
御
嶽
山
、
南
ア
ル
プ

ス
に
分
布
が
限
ら
れ
て
い

る
。
新
潟
県
の
火
打
山
に

生
息
す
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
は

日
本
最
北
限
の
最
小
個
体

群
で
生
物
学
的
に
も
絶
滅

確
率
が
高
い
し
近
年
で

は
、
南
ア
ル
プ
ス
の
減
少

が
著
し
い
、
こ
れ
は
増
え

す
ぎ
た
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ

が
高
山
帯
に
進
出
し
て
餌

と
な
る
高
山
植
物
を
食
い

尽
く
し
て
る
事
が
原
因
と

考
え
る
。
国
際
ア
ウ
ト
ド
ア
専
門

学
校
の
長
野
さ
ん
達
の
地
道
な
調

査
活
動
で
火
打
山
で
は
二
〇
〇
七

年
の
秋
か
ら
継
続
調
査
で
繁
殖
期

に
確
認
で
き
た
数
は
二
十
五
羽
か

ら
三
十
三
羽
以
上
と
推
移
し
て
い

る
。
最
小
個
体
数
の
火
打
山
ラ
イ

チ
ョ
ウ
が
五
十
年
以
上
も
絶
滅
せ

ず
に
存
続
し
て
い
る
の
は
大
き
な

謎
だ
そ
う
で
す
。
ラ
イ
チ
ョ
ウ
保

全
の
問
題
点
は
二
ホ
ン
シ
カ
や
イ

ノ
シ
シ
の
野
性
鳥
獣
増
加
が
高
山

植
物
を
食
い
尽
く
し
三
十
年
前
よ

り
六
割
減
少
し
た
し
世
界
で
は

最
南
限
の
イ
ザ
ル
ガ
岳
で
は
、

二
〇
一
〇
年
以
降
は
ラ
イ
チ
ョ
ウ

山
の
自
然
保
護
、
遭
難
事
故
防
止
集
会

�

自
然
保
護
副
委
員
長
　
坂
　
野
　
雅
　
之

�

（
荒
川
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
）

好評だった長野康之氏の講演
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の
姿
が
確
認
さ
れ
な
く
な
っ
て
い

る
の
は
地
球
温
暖
化
な
ど
の
影
響

が
考
え
ら
れ
る
報
告
が
あ
っ
た
。

　

長
野
さ
ん
は
調
査
す
る
人
材
が

高
齢
化
で
不
足
し
て
い
る
の
で
近

年
登
山
者
も
増
え
（
特
に
登
山
ガ

イ
ド
）
の
方
々
に
協
力
を
仰
ぎ
、

ラ
イ
チ
ョ
ウ
個
体
確
認
の
デ
ー
タ

を
体
系
的
に
取
得
し
て
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
実
施
で
き
な
い
か
試
み

を
始
め
た
の
で
県
山
協
に
も
情
報

交
換
や
協
力
も
お
願
い
し
た
い
と

言
っ
て
お
ら
れ
た
。
休
憩
を
挟
み

県
庁
治
山
課
飯
塚
さ
ん
か
ら
第

六
十
五
回
全
国
植
樹
祭
が
ハ
イ
ブ

長
岡
で
来
年
六
月
開
催
の
説
明
を

し
て
頂
い
た
。
第
二
部
は
阿
部
会

長
よ
り
「
山
岳
遭
難
事
故
の
現
状

と
原
因
、
登
山
者
に
求
め
ら
れ
る

遭
難
防
止
の
為
の
基
礎
知
識
と
技

術
」
に
つ
い
て
全
国
、
新
潟
県
内

の
事
故
例
な
ど
報
告
頂
き
最
近
の

傾
向
と
し
て
ト
ム
ラ
ウ
シ
遭
難
や

韓
国
登
山
者
の
南
ア
ル
プ
ス
事
故

な
ど
ツ
ア
ー
団
体
の
悲
惨
な
事
故

の
原
因
に
つ
い
て
の
解
説
も
あ
っ

た
。
ス
ラ
イ
ド
で
は
山
形
県
小
国

山
岳
会
の
井
上
遭
難
救
助
隊
員
の

石
転
び
沢
救
助
現
場
の
生
々
し
い

写
真
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
阿
部

会
長
が
若
い
頃
に
体
験
し
た
事
で

は
夏
山
な
の
に
低
体
温
症
で
致
命

的
な
事
も
あ
る
し
生
死
の
境
目
は

冬
山
で
も
夏
場
も
安
全
に
行
動
で

き
る
内
に
早
め
に
安
全
対
策
を
考

え
る
判
断
を
装
備
を
持
参
し
て
い

る
の
に
最
悪
の
天
候
状
況
で
は
使

用
出
来
な
い
ま
ま
事
故
が
発
生
し

て
い
る
。
リ
ー
ダ
ー
経
験
と
パ
テ

好評！だった
新潟県山岳協会自然保護委員会山岳写真展

　県山協自然保護委員会主管の山岳写真展が開催された。11月17日
長岡市アオーレで開催された秋の自然保護講習・研修会会場に隣接し
た会場で、山岳協会加盟の会員が日頃の山行でレンズを通して四季の

山々を見つめ、接した力
作。日本の山岳の素晴ら
しさと大自然の豊かさが
感じられる写真展で、ま
た山岳写真をつうじて自
然保護と遭難防止など命
の大切さをうったえてい
る写真展だった。

ィ
ー
技
量
も
大
き
い
が
目
的
の
山

で
起
り
得
る
様
々
な
危
険
予
想
を

考
え
て
行
動
す
る
。
登
山
中
で
も

天
候
急
変
に
よ
る
引
き
返
す
勇
気

が
必
要
で
あ
る
場
合
も
あ
る
と
豊

富
な
登
山
経
歴
か
ら
伝
わ
っ
て
来

る
話
で
し
た
。

　

終
了
後
の
後
片
付
け
を
参
加
者

全
員
で
整
頓
し
施
設
係
員
と
伊
藤

委
員
長
で
最
終
確
認
し
て
か
ら
帰

路
へ
長
岡
バ
イ
パ
ス
走
行
中
に
栃

尾
方
面
の
山
並
み
が
鋸
山
え
と
続

く
稜
線
が
初
冬
の
満
月
で
光
輝
い

て
思
わ
ず
一
人
車
の
中
で
心
の
シ

ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。

賛助会員入会  ご入金のお礼
　次の皆様から、ご入会、ご入金を頂きましたので、ご報告させて頂きま
す。
＊11月19日～12月25日現在のご入会、ご入金状況です。
　浅野亘寛（朝路の会）　山崎幸和（越後吉田山岳会）
　上村虎夫（十日町山路の会） （敬称略、順不同︶
 　　新潟県山岳協会　会長・阿部　信一　理事長・遠藤　俊一
　　　　　　　　　　　　　　 　総務委員長・宮崎　幸司

写真展会場の模様
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・日　時　　平成26年１月19日（日）午後12時15分～同２時10分
・場　所　　上越市　ホテルセンチュリーイカヤ
・出席者　　31名

　開会に先立ち、１月11日御逝去された藤井信顧問の御冥福をお祈りし黙祷をささげた。
阿部会長の挨拶に続き議事に入った。
１．議題
　⑴　新潟県山岳協会規約の改正について
　　�　理事長が配付の規約新旧対照表により、執行部案を逐条説明し、質疑応答、意見交換をした。その

結果、原案のうち、
　　第　８条２　賛助会員は、賛助会費１万円を納入する。
　　第２４条２　理事会の開催については、名誉会長、顧問、参与及び監事に通知する。
　　に修正し可決した。
　　�　なお、委任状については、出席評議員、出席理事に委任する。被委任者が特定されていない場合

は、議長に委任したとみなす。また、電子的方法での委任状提出を認める。
　　　評議員会、理事会は評議員、理事の採決で決める。
　　第５条（４）の「山岳スポーツ」には登山、クライミング、その他日山協が関わる山岳を含む。
　⑵　個人会員制度について
　　　規約に個人会員について規定したことから、個人会員規程案を理事長が説明し、質疑応答がなされた。
　　・加盟団体の会員が申請できる指導員資格は個人会員には資格はない。
　　・徴収する年会費は本会の一般会計で処理する。
　　・諸案内は原則メールで行う。
　　・�第４条について種々議論があったが、このままの条文とする。事故あった時のマスコミ対応につい

ては慎重に対応する。
　　・�様式２個人会員入会申請書の末尾に、「住所、氏名、緊急連絡先、Ｅメールアドレスは名簿作成等

に使用することに同意する」を加える。
　　・�当面の個人会員への対応は、理事長・事務局長が行う。
　　�　当初はこの規程で運営し、問題点が発生した都度状況に応じて修正を加えて行くことで本案は可決

された。
２．報告事項
　⑴　各委員会報告
　　・総務委員会（宮崎委員長）
　　　�　賛助会員は現在35名となっている。第53回全日本登山大会徳島大会の予告がきている。希望者は

委員長に申し出願たい。
　　・競技委員会（今井委員長）
　　　　来年度の新潟県クライミング選手権を２日間の日程で開催する予定。
　　・指導技術委員会（嶋原委員長）
　　　�　アルパインクライミング公認山岳指導員及びスポーツクライミング公認山岳指導員の養成講習会

検定会の26年度受講者は希望者少数で開催しない。冬山講習会の案内を発出した。
　　・会報編集委員会（浅野委員長代理遠藤理事長）
　　　�　11月号を印刷中。これから１月号の編集に取り掛かる。３月号では、藤井信顧問の追悼文を掲載

したい。原稿の依頼をするので、協力願いたい。
　　・事務局
　　　　平成26年１月18日現在の収支会計は
　　　　　収入　2,233千円、前期繰越金　1,853千円　合計4,086千円
　　　　　支出　1,903千円　　現在残高　2,183千円となっている。
　　　�　加盟団体から年会費がすべて納入された。北信越国体費用は八海醸造㈱から協賛いただき、本会

の持ち出しは実質的にはなかった。一方、顧問・参与等の方々の葬儀関連の支出があったのが今年
度の特徴。単年度計算では24年度より繰越金は少なくなると見込まれる。

　⑵　次回理事会と26年度評議員会の開催予定
　　　第４回理事会は平成26年３月29日（土）長岡市中央公民館
　　　平成26年評議員会は平成26年４月19日（土）　長岡市
３．その他
　　本会のホームページの更新・整備を早急にするよう要望有り。� 以上

平 成 25 年 第 ３ 回 理 事 会 議 事 概 要
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汚すまい、この道、この山、この川

なんば　－15号―　創立50周年記念会報
高田ハイキングクラブ50年の歴史のなかで創世記のこと、頸城の四季の
山々や渓谷を山スキーや遡行など全編オールカラーの記録は見る人を惹
きつける。山行記録はもちろん、民俗的に貴重な事業実績などの文献も
目をひく。会員の豊富な山行や資料の収集、編集、執筆に携わったス
タッフの労を讃えたい一冊となっている。尚、同会では月報の　なんば
　も発刊されている。
　発行日　平成25年11月９日　　発行者　高田ハイキングクラブ　　
　会事務所　伊藤明徳　上越市仲町4-2-23 ダイアパレス高田駅前704
　Ａ4版　195頁

寄贈図書と会報紹介


